
11:20 開始

会場： Ａコート 第２試合

主審： 副審：
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氏名 得点 3P 3P試投 2P 2P試投 FT FT試投 反則 DF.RE OF.RE RE計

○ 4 古山　陽大 17 8 12 1 4 3 1 7 8

○ 5 上野　幸太 35 1 3 14 23 4 7 9 2 11

○ 6 吉田　隆真 6 2 9 1 1 1

7 牧野　大輝 5 1 1 1 3 2 1 1

○ 8 川内　翔矢 2 3 1 3 2 1 1 2

○ 9 永松　季祥 13 3 9 2 5 2 2

10 中田　快 2 1 2 1 1 1

11 小山　悠平

12 古山　陸

13 矢野　航平

14 松野　恵士耀
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跡部雅美

80 7 25 27 48 5 11 9 14 12 26

≪戦評≫

氏名 得点 3P 3P試投 2P 2P試投 FT FT試投 反則 DF.RE OF.RE RE計

○ 4 市川　貴将 8 4 8 2 2 2 4

○ 5 門永 武大 11 1 3 2 6 4 4 2 2 2

○ 6 大野 泰史 10 1 5 8 4 4 4 8

○ 7 沼田　桐威 4 2 4 2 2

8 塚原 大和

○ 9 鍛島 永和 21 4 13 4 15 1 4 2 1 3

10 松本 昂大 3 1 3 1 1 1

11 大友　慎斗

12 林田　一吹

13 岩本　颯斗

14 豊田　貴仁

15 田口　鉱士

16 福岡　聖人

17 吉永　蒼汰

18 有馬　昊司

籾田 一成

53 6 20 15 42 5 10 12 13 7 20

成 功 率 30.0% 35.7% 50.0%

八代二

番号

コーチ

合    計

八代

28.0% 56.3%

令和元年度 熊本県中学校夏季総合体育大会

個人データ表

成 功 率

コーチ

２Ｑ☆

徳丸昂

合    計

45.5%

１Ｑ

４Ｑ

３Ｑ熊本市

男子

番号

鹿南

上天草市総合体育館

令和1年7月28日

井上竹久

八代二

準決勝
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得点

経過時間(分)

鹿南

八代二

1Q:鹿南＃９永松の３Pからスタートする。八代二は＃４市川の1on1を中心にオフェンスを展開する。序盤は鹿南のテンポの良
いオフェンスが目立ったが、八代二は＃９鍛島、＃10松本の３Pで得点し、リードを広げさせない。それでも鹿南は＃４古山のミ
ドルシュート、＃９永松の連続得点でリードを広げ、２５−１４で終了する。

2Q:鹿南＃４古山の２連続ドライブで差を広げにかかるが、八代二＃９鍛島のジャンプシュートと３Pが決まり、互角の展開を
見せる。それでも鹿南は＃４古山のドライブ、＃５上野の力強いインサイドで得点を重ね、リバウンドも圧倒する。八代二は＃

９鍛島の３P,＃６大野のインサイドで対抗するも、鹿南のランプレイを止められず、４２−２６の鹿南リードで前半を終了する。

3Q:鹿南＃５上野の鮮やかなダブルクラッチで始まる。八代二はオールコートマンツーマンに切り替え積極的になり、アグレッシブ
なプレイを見せて対抗する。鹿南は外角シュート、八代二はペイントエリアでの得点を重ね、互角の展開で終了する。

4Q:八代二はドライブから合わせる見事なプレイで３連続得点を見せる。しかし、鹿南は攻守にわたり＃４古山、＃５上野が
安定したプレイでチームを引っ張り流れを変えさせない。終始自分たちのリズムを崩さず試合を進めた鹿南が８０−５３で勝利し、
九州大会出場を決めた。最後までひたむきにプレイし、全員バスケットを貫いた八代二の健闘も讃えたい。

記録者 中山瑞基 （熊本市立力合中学校）


